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2007年7月7日  

北アルプス広域連合長  

牛越 徹 殿  

白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会  

会長 宮田 温巳  

住所 〒399-9301 白馬村北城 11020 
 

平川の改修に関する公開質問 

 私どもが主催した、5 月 18 日の国土問題研究会理事長：奥西一夫先生の講演

会後、奥西先生から下記のようなご連絡をいただきました。 
「5 月 18 日に計画地のまわりを踏査した時に、河床を掘削して生じたと思わ

れる土砂のもり立てが判りましたので、その範囲を 2 万 5 千分の 1 地形図（Web
版）に書き入れました。姫川と平川の合流点付近のくちばし状の部分には盛土

がなく、元の地面が残されているようでした。 
外観上砂礫が含まれて良い地盤のように見えても、盛土の下は軟弱であると

いう問題があります。」＊下図空色部分参照 
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 当然、北アルプス広域連合は、平川の改修に関する事実を把握していること

と思います。 
私ども住民の不安を取り除くために、下記４点の公開質問に対して、2 週間を

目途に文書でご回答ください。よろしくお願いいたします。 
 
なお、7 月 1 日付信濃毎日新聞「くらし あんしん」の連載記事『地盤にご注

意（４）』で、地盤コンサルタントの高安正道さんが、低地や盛土場所の地震の

危険性を述べていますので、参考に添付します。 
 
また、6 月 15 日付信濃毎日新聞に、名古屋大学教授：鈴木康弘さんの「岩手・

宮城内陸地震が教えること」と題する興味深い論文が掲載されましたので、参

考に添付します。 
 

記 
 
１．改修時期、改修範囲をどのように把握していますか。 
２．その事業主体と、主な事業目的をどのように把握していますか。 
３．候補地付近の盛土の量を、どのように把握していますか。 
４．「外観上砂礫が含まれて良い地盤のように見えても、盛土の下は軟弱である

という問題があります。」との奥西先生の問題指摘に対する見解をお尋ねします。 
 

以上 
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（添付 1） 
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（添付 2） 
 
 


